
前時までに帯活動で作
成していたメモを並び
替え、英文にする。

担当教諭とALTがチェック
した文を、修正して
提出する。

【外国語科・中２・「A Message to Myself in the Future」】①

＜本時のねらい＞
好きなことや得意なことについて考え、将来就きたい職業とその理由について、順序立てて書くことができる。

自分の考えを整理することにより、順序立てて文章を書くことができる。
チェックと修正のやりとりを素早く行うことができる。

前時の学習を振り返り、
本時のめあてをつかむ。

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

○前時までに、「好きなこと」「将来なりたい職業」「将来のために今後したいこと」「夢
を叶えるために大切なこと・必要なこと」を、学習支援ソフトの「Xチャート機能」を
用いてメモに残しておく。1時間ではなく、帯活動で進める。

【事例におけるICT活用の場面①】
〇つながりがスムーズになるように文章の構成を考え、学習支援ソフトのメモを並びか
える。教科書の例文や、教師の作成例を参考にしながら、メモをもとにして、学習
支援ソフト上に英文を書く。

【事例におけるICT活用の場面②】
〇作成した英文を学習支援ソフト上の提出箱に提出する。担当教諭とALTがチェック
をし、オンラインで生徒に返却をする。生徒は返却されたものを修正して、再提出す
る。授業中に生徒は、後ほど学習支援ソフト上に提出し、チェック後に修正する。

【つかむ】

【追究する】



○１時間の授業だけでメモや英作文を
するのではなく、帯活動でメモを作成してお
いた。学習支援ソフトのXチャートを活用す
ることで、分類したりとメモをその都度追加
したりすることが容易となった。

○難しすぎる表現の使用を避けたり、英文
を自分で考える力を伸ばしたりするため、
翻訳機能を使用することなく、用いる単語
や表現は、なるべく教科書や教師の作成
例を参考にさせた。

○メモを自由に並び替えるという活動をす
ることで、生徒にとって英作文の構成を考
えることへの抵抗感が減ったようだった。

【事例におけるICT活用の場面②】

【事例におけるICT活用の場面①】

〇提出箱に提出されたものを、す
ぐにチェック・返却することで、即時
フィードバックが可能となった。

授業中に添削が仕上がらなかった
英作文も、ALTが空き時間等にチ
ェックしてオンライン上で返却するこ
ともできた。

【Xチャートにメモを並べる】 【メモを並び替えて英文に】

【教師・ALTによるチェック】 【修正したものを再提出】

【外国語科・中２・「A Message to Myself in the Future」】②


